
中学校【数 学】正解・解答例 

 

１ 

（１） ウ 

（２） ① 自発的      ② 成長     ③ 学習指導 
（３）  ① 

（４） ① 数学的活動    ② 発展     ③ 問題解決 

（５） ① （第）２（学年） ② エ 

 

配点：各２点×１０                           ２０点 

 

２ 

（１） �� = 14              （２）  (� − 6)(� − 2) 

（３） � = 2                   （４） 最頻値，23（ｍ）（完答） 

（５） 
��

��
                （６） （秒速）44.1（ｍ） 

（７） Ｄ（２，６）          （８） � = −4， − 1  

（９） 144 − 144√3 + 48�（㎠）  （10） 247�（㎤） 

（11） 線分ＯＭの長さ…4√3（㎝）、表面積…32 + 32√7（㎠） 

（12）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（13）（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

配点：（１）～（12）各５点×１３ ※（11）は各５点、（13）１５点     ８０点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【証明】 

対角線ＡＣをひくと、 

△ＡＢＣと△ＡＣＤで中点連結定理より 

ＰＱ＝
１

２
ＡＣ，ＳＲ＝

１

２
ＡＣ 

よって、ＰＱ＝ＳＲ ・・・① 

対角線ＢＤをひくと、 

△ＤＢＣと△ＡＢＤで中点連結定理より 

ＱＲ＝
１

２
ＢＤ，ＰＳ＝

１

２
ＢＤ 

よって、ＱＲ＝ＰＳ ・・・② 

△ＡＢＣと△ＤＣＢで、仮定より 

ＡＢ＝ＤＣ・・・③ 

∠ＡＢＣ＝∠ＤＣＢ・・・④ 

共通な辺だから 

ＢＣ＝ＣＢ・・・⑤ 

③，④，⑤から、２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので、 

△ＡＢＣ≡△ＤＣＢ 

よって、ＡＣ＝ＤＢ・・・⑥ 

①，②，⑥から、ＰＱ＝ＱＲ＝ＳＲ＝ＰＳとなり、 

４つの辺の長さがすべて等しいので、四角形ＰＱＲＳはひし形である。 

 



３ 

（１）（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） � = 4，
��

�
  

 

配点：（１）２０点、（２）１０点                     ３０点 

 

４ 

（１） ① ３：２ 

② ５：１：４ 

③ 
��

�
（倍） 

（２） ①  √15（㎝） 

  ② 
√��

��
（㎤） 

 

配点：（１）各５点×３、（２）①５点、②１０点               ３０点 

 

５ 

（１） 英語 

 （２） 10（点） 

（３） 数学 

（４） 80（点） 

 

配点：各５点×４                            ２０点 

① 点ＰがＡＢ上を動くとき、 = 12 × � ×
�

�
 

  よって  = 6� (0 ≦ � ≦ 6) 

② 点ＰがＢＣ上を動くとき、 = 12 × 6 ×
�

�
 

  よって  = 36 (6 ≦ � ≦ 10) 

③ 点ＰがＣＤ上を動くとき、表に表すと 

� 10 … 20 

 36 … 0 

変化の割合は、
���

��
 = －

� 

�
 となる。 

求める式を  = −
� 

�
� + � とおき、（20,0）を代入すると 

0 = −72 + b となり、b = 72が求められる。 

よって、 = −
� 

�
� + 72  (10 ≦ � ≦ 20)  


